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昭和４４年９月３０日 常呂町役場日吉支所落成式

▲

昭和４４年１０月号の「広報ところ」は、このときのようすを次のように伝えています。

役場日吉支所の落成式が９月３０日、地元住民や関係者８０人が出席して行われ、完成

の喜びを分かち合いました。

従来の支所は、昭和２４年に建設されたもので２０年を経た今日では老朽化も甚だしく、

加えて常呂市街地から２０数キロの遠距離地にあり、当地方の産業振興、行政指導の中心

である支所がこのように老朽化施設では住民サービスも図れないことを考慮するととも

に、地区住民の強い要望があって建設されたものです。

この新庁舎は９５．５８㎡、木造モルタル平屋建てながら住民が十分利用できる施設に

しようと、内部施設にいろいろ気を配り、事務所は２２．６８㎡、Ｐタイル貼りで応接セ

ット、石油ストーブなどが配置されています。これまで支所長宅と併用使用されていた玄

関、トイレは別に建設され、地区住民の行政指導センターとして産業の振興、住民の福祉

向上に大きく飛躍するものと期待されています。



＊前ページ落成式会場は、旧日吉保育所。この当時は、

「母と子の家」という名称でした。

「母と子の家」は、旧日吉開拓診療所跡に建てられま

した。（昭和４２年６月２６日着工、１１月２３日完

成）

＊ちなみに、旧日吉開拓診療所は、昭和３３年１０月

２０日完成、診療開始。３５年６月９日は増築工事の

入札が行われています。鉄山を含め、日吉地区の人口

規模が背景にあったことがわかります。

＊右：日吉支所落成前の旧支所の入口

下：落成した日吉支所（現支所）

＊下：昭和３４年頃の日吉

地区


